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区の人口 （住民基本
台帳による）

人口…… 172,539人	（－28）
　男………81,781人	（－15）
　女………90,758人	（－13）
世帯……89,445世帯	 （＋4）
※令和５年８月末現在の住民基
本台帳による。（　）内は前月末比
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新潟漆器新潟漆器
　区では、新潟漆器の知名度を上げ、魅力を再発見してもらうため、
新潟漆器利用促進事業を６年間行ってきました。現在、市内の５店舗
に新潟漆器をリースしています。お店に行った際に、漆器を手に取っ
て魅力を感じてみてください。リース期間は令和６年２月までです。
Ü地域課産業文化振興室（☎223-7054）

新規店舗の魅力を
さらに引き上げる

抹茶カフェ　凛　
都築店長

　古民家を改装し今年６
月にオープンした抹茶カ
フェ　凛は、新潟で抹茶
のテリーヌ＝写真左＝や
抹茶プリン＝写真左下＝
などの飲食物を提供して
います。既に利用した人
からは、「素敵なお皿ね」
と反響があります。都築
店長は、「前に勤めていた
お店でも新潟漆器利用促
進事業で新潟漆器を使っ
ていて、お客様から大変
喜ばれていました。今回
は、ゆったりした空間で
デザートも新潟漆器の風
合いも味わってもらいた
いです」と話しました。

伝統文化が感性を呼び起こす
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スを使ったイタリア料理など、伊
藤シェフの感性が光る唯一無二の
料理を味わえるお店です。＝写真
上＝
　「料理はどの器に盛るかで印象
は変わってきます。新潟漆器は料

理の完成度をさらに高めてくれます」と伊藤シェフは語ります。
　料理仲間から新潟漆器の話を聞いたのが応募のきっかけと話す伊藤
シェフ。実際に漆器に触れて、その色合いと質感に感動し、改めて伝統
工芸品のすばらしさを実感したと話します。「新潟漆器はさまざまな技
法があると聞き、ぜひ他のものも触れてみたいと思いました。本物を知
ることは、料理人である自分の成長にもつながります。これからも自分
の納得のいく良いものをお客様に提供していきたいです」と話しました。
　店内には新潟漆器が飾ってあり、
混雑時以外は間近で見ることがで
きます。

新潟漆器とは
　新潟漆器は、新潟で生まれた伝統工芸です。約400年前の江戸時代
初期に秋田から「春慶塗」が伝わってきたのが始まりといわれていま
す。明治には、竹の節や筋など竹の肌合いを表現する「竹塗」という技
法が伝わり、現在の新潟漆器を代表する塗りの一つとなりました。主
に箸やぐい呑みなどで使用され
ています。平成15年には竹塗を
含む５技法が経済産業大臣指定
伝統的工芸品に指定されました。

お店でお店で見て見て触って触って味わって味わって

Å笹口11
Ü Instagram

Å水島町11　Ü☎255-1464
※新潟漆器を使った料理の提供を希
望する場合は、事前にお店へ問い合
わせてください。

❶上古町の百年長屋SAN　喫茶UKIHOSHI　
Å古町通３　Ü☎378-0593
❷かに料理　さとう　Å古町通８　Ü☎201-8477
❸灯りの食邸　KOKAJIYA　Å西蒲区岩室温泉666　
Ü☎0256-78-8781

他のリース店

新潟漆器をもっと知りたいときは

　新潟漆器利用促進実行委員会委員長の新潟漆器製造
株式会社のホームページより確認できます。

❶ ❷

❸
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※電話番号は市外局番（025）を省略しています。
※掲載の二次元コードを読み取ることができない人は各イベント主催者へお問い合わせください。

　沼垂まつりは、神社に
奉納する「献

けん

額
がく

灯
とう

籠
ろう

」の
押し合いとして長い歴
史と伝統があります。毎
年８月15日の前夜祭と、
８月16日の朝に行う山
車行列や夜に行う献額
灯籠の押し合いの本祭
があります。
　沼垂まつり実行委員長の吉岡さんは、「当たり前にやれて
いたことができない日々を過ごしてきたからこそ、まつりが
できるという幸せをみんなで噛みしめながら今日の日を迎え

ました。再開にあたっては、
市の補助金制度が大きな後
押しになってくれました。
また、今年は地域の繋がり
を大切に思い、万代高校の
学生に献額灯籠の押し合い
へ参加してもらうことにし
ました。これからも沼垂ま

つりを地域の誇りとして愛し、次世代への文化の継承に繋げ
ていきたいです」と力強く語りました。
　献額灯籠の押し合いが始まると、思いがぶつかり合う姿に
感化されて、沿道からは大きな声援が飛び、会場が一気に熱
気に包まれます。
　日吉町若連中の渡邊さんは、「沼垂もんにとって、このま
つりがないと夏が終わりません。自分たち一人一人がまつり
を盛り上げたいとの思いを代
弁して力の限り頑張ろうと鼓
舞しました。４年分の思いと
共に仲間と最後まで走りぬき
ます」と強い意志を目に宿し、
後半戦に向かいました。

　生活様式が変わり、さまざまな場面で「ガマン」が多くあり
ましたが、ようやく活動が再開しています。それぞれの地域
の様子を連載で取り上げてきました。最後となる第４回は、
地域の結束力や実施への思いが溢れた沼垂まつりです。

　10月７日（土）・８日（日）の２日間、８区の特色ある農
産物や加工品、地域と連携した取り組みなどが一堂に集
まり、市の魅力である食と花を市内外に向けて発信する
「食花マルシェ」を開催します。区のブースに出店するの
は、昨年に引き続き沼垂ビールと新規出店の峰村醸造。
区の伝統的な食文化である発酵食をPRするため、今回コ
ラボが実現しました。

商品に触れて発酵食の魅力を知ってもらいたい
　峰村醸造は、明治38年に沼垂で創業した味噌蔵です。
直売所が併設されている店内では、味噌をはじめ、漬物や
甘酒、味噌を使った冷凍総菜やお菓子など、発酵・醸造の
技術を活かしたさまざまな商品を取り揃えています。
　今回の食花マルシェへ出店に際し、社長の山崎さんは、
「当店の味噌を使用したもつ煮込みはお店でも人気商品で、
ビールのおつまみにもぴったりです。このイベントをきっ
かけに、お店に来たことがない人にも味噌の美味しさを伝えたいですし、多くの人に

発酵食の魅力を発信していきたいです。是非みなさん
会場でお待ちしています」と笑顔で話しました。

Ä10月７日（土）・８日（日）午前10時～午後４時
Å万代シテイ十字路（万代１）
Ü株式会社サウンドエイト内イベントデスク（☎256-8987）

　ジャズや和製ポップスなどの音楽ライブを、沼垂にある酒蔵やみそ蔵など10会
場で開催します。また、スタンプラリーに参加するとイベント協賛店で使えるお
買い物クーポンがゲットできます。秋の週末は伝統
文化を残す沼垂を訪れてみませんか。
Ä10月14日（土）午前11時～午後９時
　10月15日（日）午前10時～午後７時
Åなじらね沼垂　しんこ屋（沼垂東２）ほか
Ç20歳以上　　　É入場チケット１日券2,000円
Ü沼垂ストーリー形成連絡会事務局（沼垂ビール内・☎383-8720）

日和山浜魅力創出事業日和山浜魅力創出事業

～ハマベリング!!! ～～ハマベリング!!! ～
　中央区では人口減少が進む「しもまち地域」の活性化のた
め、この地域の認知拡大と市内外の人の流入・交流の促進
を図る「日和山浜魅力創出事業～ハマベリング!!! ～」を実施
しています。この取り組みを不定期で連載しています。
Ü地域課（☎223-7041）

連載⑪連載⑪

　観光客でも定住者でもない、地域に継続的に関わりを持つ人を「関係人口」と言
います。人口減少が著しい地域では、実際に暮らしていなくても、その地域の発
展に貢献できる重要な人材として役割を果たすと考えられています。
　ハマベリング!!!では、関係人口創出に向けた取り組みを進めています。

　「トビラ」とは、地域に関わってみたい大学生などが、まだ知らない地域に足を
踏み入れ、現地での交流を通して地域経済の活性化について考える滞在型インター
ンシップです。学生は地域の魅力発信や課題解決につながる成果物を作成、市では
活動を通じて地域の関係人口の創
出・拡大などを目指します。
　この活動に４人の県外大学生が
参加。９月３日から５日間、しも
まち地域に滞在し、地域の人との
交流や、まちあるきなどを行い、
その上で学生視点での「日和山浜
のこれから」について意見交換を
行いました。

　メンバー４人は、サウナを活用した企画を作成。日和山浜
が広く平らな地形で砂の粒が比較的大きいという特徴から設
備の設置ができ、流行のサウナで若者を取り込みつつ、人と
関わりを求める地域の人に向けて気軽に交流ができる場所を
提供することができるアイデアです。
　参加した学生は、「フィー
ルドワークを通じて、地域と
関わることの意味と机の上で
は分からないまちづくりの難
しさを知りました。親しみや
すい地域の皆さんとの会話が
あったからこそ、新潟の魅力を取り入れた成果物になったと
思います」と話しました。
　発表の内容は、後日、市ホームページで公開を予定しています。

にいがた２kmにいがた２km
食食花花ママルルシシェェ22002233
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学生×しもまち地域の魅力探求プロジェクト「トビラ」

昨年度のようす
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次回、よみがえれ砂浜を取り上げます。

　今後の取り組みの進捗は、区ホームペー
ジ＝右の二次元コード＝から確認できます。
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健康・福祉

■子どもの健康診査
・案内と問診票は、対象者に郵送します。
・時間や持ち物などは案内でご確認ください。
◎フッ化物塗布あり（希望者のみ）　　　É1,020円
Ü健康福祉課健康増進係（☎223-7237）

■股関節検診・母体保護相談
超音波検査料　　　É2,800円

■１歳誕生歯科健康診査◎
※子育てを応援しようと、「ブックスタート」を健診
終了後に実施。絵本をプレゼントします。

■１歳６カ月児健康診査◎

■３歳児健康診査◎
３歳６カ月ごろの子どもが対象

■おいしい！たのしい！バランス食 
～かんたん、蒸し料理のすすめ
Ä10月31日（火）午前10時～ 11時20分
※受け付けは９時45分から　
Å食育・花育センター
Ñ食生活改善推進委員による簡単な調理実習（２
品）、栄養士のミニ講話、みそ汁の塩分測定（希望
者のみ）
Ç先着15人　　　É400円
Öあす２日（月）から電話で健康福祉課健康増進係
（☎223-7246）へ

■家族介護教室
Ç家族を介護している人先着10人程度
Ö各開催日の１週間前までに電話で各会場へ
期日期日 時間時間 内容内容 会場・問い合わせ会場・問い合わせ

10/19
（木）

10：00～
11：30 認知症について

特別養護老人ホーム
くりの木（本馬越２、
☎278-8400）

10/26
（木）

10：00～
12：00

紙おむつの選び
方・使い方

特別養護老人ホーム
おもと園（女池西２、
☎283-1165）

公民館・図書館
中央公民館　☎224-2088中央公民館　☎224-2088

〒951-8055　中央区礎町通3-2086〒951-8055　中央区礎町通3-2086
受付時間　平日午前９時～午後５時受付時間　平日午前９時～午後５時
　　　　（土・日曜、祝日除く）　　　　（土・日曜、祝日除く）

■みんなのふれあい広場
Ä10月17日（火）午後２時～３時30分　
※受け付けは１時30分から　　　
Ñ気軽に会話を楽しみながら健康体操　　　Æ飲み物

■令和５年度　中央公民館文化祭
Ä10月20日（金）～ 22日（日）午前10時～午後５時
※22日（日）は３時まで
Ñ作品展示、芸能祭、体験会、即売会など
※詳細についてはホームページ＝右の二
次元コード＝を確認してください。

■クロスパルハロウィンナイト
Ä10月28日（土）午後４時30分～６時30分
Ñミニゲームをしながらミッションクリアを目指す
Ç中学生以下先着50人　※幼児は保護者同伴
É500円
Ö10月６日（金）から右の二次元コード
を読み取り申し込み

鳥屋野地区公民館　☎285-2371鳥屋野地区公民館　☎285-2371
〒950-0972　中央区新和3-3-1〒950-0972　中央区新和3-3-1

■子育てサロン「ふらっと」
Ä10月23日（月）午前10時～ 11時30分　
※出入り自由　　　Ñ自由遊び、情報交換
Ç未就園児と保護者10組程度

関屋地区公民館　☎266-4939関屋地区公民館　☎266-4939
〒951-8164　中央区関屋昭和町3-148-1〒951-8164　中央区関屋昭和町3-148-1

■看板から浮かびあがる物語　講演会
Ä10月９日（月・祝）午後１時30分～３時30分　
Ñ老舗看板を通して地域の文化史を知る　　
Ç先着50人

図書館図書館

■おはなしのじかん
Ñ絵本の読み聞かせ、わらべうた、紙芝居、職員
による「絵本なんでも相談タイム」など�
・詳しい日時はホームページ＝右の二次
元コード＝から確認してください。
・下記の日程で、赤ちゃんと気兼ねなく
過ごせる「赤ちゃんタイム」を開催します。

会場・問い合わせ会場・問い合わせ 赤ちゃんタイム日時赤ちゃんタイム日時
ほんぽーと中央図書館
（☎246-7700）

毎週火・木曜日
10：00～13：00

鳥屋野図書館
（☎285-2372）

毎週金曜日
10：00～12：00

生涯学習センター図書館
（☎224-2120）

毎週金曜日
10：00～13：00

お知らせ
市役所、区役所、関係機関からの情報を掲載します。市役所、区役所、関係機関からの情報を掲載します。

■汐見台エリア　区民協働の森づくり
Ä10月19日（木）・20日（金）・21日（土）１日２回制�
①午前10時～ 11時、②午後２時～３時　
※10月21日（土）は②のみ
Å市営汐見台住宅跡地（浜浦小学校と日本海の間）
Ñ新潟地震の復興住宅跡地に９年前に植樹したク
ロマツの除伐作業（枝切り作業は小学生でも可能）
Ö10月18日（水）までに参加者全員の氏名・住所
（町名まで）・電話番号を記入し、建設課（メール
kensetsu.c@city.niigata.lg.jp）へ
Ü同課まちづくり係（☎223-7410）

■中央区スポーツ施設指定管理者を募集
（再公募）
　令和６年４月１日から中央区スポーツ施設の管理
運営を行う指定管理者を募集します。応募には説明
会への参加が必要です。　※説明会の時間、申し込
み方法など詳しくは市ホームページに掲載する募集
要項に記載します。
【募集施設】
①鳥屋野総合体育館②西海岸公園市営プールなど
Ü地域課産業文化振興室（☎223-7041）

ふれあい掲示板
市民グループや地域のイベントなどの情報を掲載し市民グループや地域のイベントなどの情報を掲載し
ます。※敬称略ます。※敬称略

■公園ボランティア募集
Ä毎週木曜日午前10時～正午
Å県スポーツ公園
Ñ花の手入れや公園運営の手伝い
Ö電話で同園事務所（☎286-1080）へ

■フードドライブ（食品寄贈活動）受付
　10月は食品ロス削減月間です。フードドライブ
先拠点への食品の寄贈を通して福祉支援をしましょ
う。　※賞味期限１カ月以上・常温保存可・未開封・
品質表示のあるものが持ち込み可能
Å区社会福祉協議会、よろっtoローサ、関屋地区
公民館、鳥屋野総合体育館、フードバンクにいが
た（幸町７）　※明日２日（月）～６日（金）は市役所、
11日（水）は県庁でも受け付け
【ボランティア募集】
　輸配送作業（ドライバーまたは補助作業）、ホーム
ページ・SNSの運営管理作業など。　
※曜日・時間帯は応相談
Üフードバンクにいがた（☎282-7374）

■ヨガをベースにストレッチ
Ä10月８日（日）午前10時～ 11時
Å中央公民館
Ñストレッチを行い気軽に体を動かす　　　É500円
Üメールでちはる（chiharu2105@outlook.jp）へ

≪広告欄≫

区内の市立保育園で一緒に働きませんか？区内の市立保育園で一緒に働きませんか？ 高齢者を火災から守りましょう！
　区内の市立保育園で、保育や調理の業務を行う会計年度任用職員（フルタイ
ム・パートタイム）を募集しています。

業種 採用要件

保育士（フルタイム・７時間） 保育士（幼稚園教諭、小学校教諭などの資格
でも可）

保育補助（７時間）
保育・教育・福祉などの業務経験が２年以
上あるか子育て支援員などの研修を受講し
ていること

保育補助（２時間または3.5時間）資格不問

調理補助（４時間） 資格不問

　勤務日数・時間、給与水準、勤務内容、
採用要件、採用申込方法などの詳しい情報
は、右の二次元コードを読み取るか健康福
祉課児童福祉係までお問い合わせください。

Ü同課同係（☎223-7230）

　新潟市消防局では９月１日から12月31日まで、「高齢者火災予防啓発活動」
を実施しています。住宅火災で亡くなられた人のうち、高齢者の割合が高く、
被害の軽減のためには地域全体で出火防止の意識を持つことが大切です。次の
ことをチェックしてみましょう。
Ü中央消防署市民安全課（☎288-3119）

　１　�寝室に住宅用火災警報器を設置する。設置後は定期
的に点検し、10年を目安に交換。

　２　�こんろ使用中にその場から離れる時は必ず火を消す。
　３　�寝たばこはせず、灰皿に水を入れる。
　４　電気コードは家具などの下敷きにしない。
　　　�また、コンセント周りにほこりが溜まらないように

清掃をする。
　５　ストーブを使うときは火災に注意。

ストーブの上に洗濯物を
干さない！！

ストーブの周りに燃えや
すいものを置かない！

給油の際は火を消して！
カートリッジタンクの口
金をしっかり閉める！！

コ
ン
セ
ン
ト
の
ほ
こ
り
な
ど
か
ら
発
火
す
る
電
気
関
係
の
火
災
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
Ü
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